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人
間
学
部
人
間
教
育
学
科

の
３
年
次
生
を
対
象
と
し
た

新
科
目
「
人
間
教
育
研
究
基

礎
」
が
後
期
か
ら
始
ま
っ

た
。
学
生
が
教
員
の
研
究
室

に
所
属
し
、
学
級
経
営
、
い

じ
め
、
心
理
学
な
ど
各
自
が

関
心
を
持
つ
保
育
・
教
育
に

関
す
る
専
門
的
な
テ
ー
マ
に

つ
い
て
自
主
的
に
掘
り
下
げ

て
学
ん
で
い
く
。

　
い
じ
め
や
人
権
教
育
な
ど

の
教
育
学
を
専
門
と
す
る
新

福
悦
郎
教
授
の
研
究
室
で

は
、
10
月
４
日
に
第
１
回
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。

始
め
に
新
福
教
授
が
自
身
の

研
究
分
野
で
あ
る
「
実
際
の

教
育
現
場
で
起
き
た
い
じ
め

に
関
す
る
事
件
や
裁
判
事

例
」
を
紹
介
。
調
査
や
研
究

の
進
め
方
、
ま
と
め
方
な
ど

を
伝
え
た
。

　
そ
の
後
、
学
生
が
興
味
を

持
っ
て
い
る
テ
ー
マ
を
発

表
。「
今
後
Ａ
Ｉ
が
教
育
す

る
よ
う
に
な
る
、
と
い
う
記

事
に
興
味
が
あ
る
」
と
話
す

松
澤
寛
人
さ
ん
（
人
間
３
・

新
潟
県
糸
魚
川
高
）
は
「
Ａ

Ｉ
が
教
育
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
か
、
い
じ
め
や

不
登
校
と
い
っ
た
問
題
も
絡

め
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。

　
亀
山
萌
加
さ
ん
（
人
間
３

・
宮
城
県
東
松
島
高
）
は

「
教
育
現
場
で
の
い
じ
め
に

つ
い
て
学
び
た
い
。
こ
れ
か

ら
の
研
究
で
不
登
校
に
な
る

理
由
を
調
査
し
、
実
情
を
知

り
た
い
」
と
話
し
た
。

　
学
生
一
人
一
人
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
っ
た
新
福
教
授
は

「
研
究
を
進
め
る
上
で
、
必

要
な
知
識
や
技
能
を
習
得

し
、
探
究
心
を
育
ん
で
ほ
し

い
」
と
学
生
た
ち
の
成
長
に

期
待
を
込
め
た
。

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
宮
城
県
沿
岸
を
自
転
車
で

駆
け
る
「
ツ
ー
ル
・
ド
・
東

北
」（
河
北
新
報
社
、
ヤ
フ

ー
主
催
）
に
は
、
石
巻
専
修

大
学
が
特
別
協
力
し
て
お

り
、
第
１
回
（
２
０
１
３

年
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
地
点
の
会
場
を
提
供
し
て

い
る
。

　
第
７
回
の
今
年
は
９
月

14
、
15
日
に
行
わ
れ
、
全
国

か
ら
３
９
０
０
人
を
超
え
る

ラ
イ
ダ
ー
が
参
加
。
本
学
か

ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
会
の

渡
部
晃
士
さ
ん
（
人
間
２

・
茨
城
県
第
一
学
院
高
）、

佐
々
木
翼
さ
ん
（
人
間
２
・

福
島
県
会
津
高
）
が
出
場
し

た
。

　
常
連
の
坂
田
隆
理
工
学
部

教
授
と
２
人
は
そ
ろ
い
の
サ

イ
ク
ル
ウ
エ
ア
を
ま
と
い
、

坂
田
教
授
が
１
７
０
㌔
コ
ー

ス
、
渡
部
さ
ん
、
佐
々
木
さ

ん
が
最
長
の
２
１
０
㌔
コ
ー

ス
を
笑
顔
で
完
走
し
た
。

　
愛
好
会
代
表
の
渡
部
さ
ん

　
石
巻
専
修
大
学
は
１
９
８

９
（
平
成
元
）
年
、
理
工
学

部
４
学
科
・
経
営
学
部
１
学

科
の
２
学
部
５
学
科
体
制
で

開
学
し
た
。
２
０
１
３
（
平

成
25
）
年
に
は
人
間
学
部
２

学
科
を
新
設
し
、
学
問
領
域

の
異
な
る
３
学
部
７
学
科
を

擁
す
る
総
合
大
学
と
な
っ

た
。
石
巻
地
方
唯
一
の
高
等

教
育
機
関
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
に
１
万
人
を
超
え
る
卒
業

生
を
輩
出
し
、
令
和
元
年
の

今
年
、
30
周
年
の
節
目
を
迎

え
た
。

　
尾
池
守
学
長
は
式
辞
で

「『
社
会
に
対
す
る
報
恩
奉

仕
』
と
い
う
建
学
の
精
神

と
、『
社
会
知
性
の
開
発
』

と
い
う
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
の

下
、
学
生
第
一
主
義
を
基
本

に
置
い
た
大
学
運
営
に
努
め

る
。
そ
の
た
め
に
は
学
び
た

い
人
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
教
育
課
程
の
再
編
が
必

要
だ
。
経
営
学
部
の
２
学
科

制
な
ど
、
22
年
を
め
ど
に
学

部
学
科
の
改
組
、
教
育
課
程

の
再
編
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
、
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

を
示
し
た
。

　
日
髙
義
博
理
事
長
は
、

「
私
立
大
学
の
有
り
よ
う
は

建
学
の
精
神
に
あ
る
。
社
会

の
柔
軟
な
構
造
を
支
え
る
人

材
を
輩
出
す
る
こ
と
が
、
大

学
の
建
学
の
精
神
に
結
び
付

く
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
、
亀
山
紘
石
巻
市

長
が
「
石
巻
市
に
と
っ
て
石

巻
専
修
大
と
は
｜
｜
地
域
と

共
に
歩
む
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。「
産
学
官
が
連
携
し
た

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
構

築
す
る
上
で
、
石
巻
専
修
大

学
に
は
今
後
も
地
域
創
生
の

拠
点
と
な
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
講
演
後
、
大
学
の
発
展
に

貢
献
し
た
石
巻
地
域
高
等
教

育
事
業
団
理
事
長
の
亀
山
市

長
、
石
巻
信
用
金
庫
の
明
石

圭
生
理
事
長
、
震
災
復
興
支

援
を
続
け
て
い
る
西
島
株
式

会
社
（
愛
知
県
豊
橋
市
）
の

西
島
豊
社
長
の
３
人
に
感
謝

状
を
贈
呈
。
硬
式
野
球
部
と

合
唱
部
で
編
成
さ
れ
た
合
唱

隊
が
リ
ー
ド
し
て
、
出
席
者

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
閉

式
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
石
巻
市
と

専
修
大
学
校
友
会
（
小
宮
多

喜
次
会
長
）
か
ら
寄
付
金
、

石
巻
専
修
大
学
同
窓
会
（
伊

東
孝
浩
会
長
）
か
ら
デ
ッ
キ

テ
ー
ブ
ル
５
基
と
ベ
ン
チ
20

脚
の
目
録
が
尾
池
学
長
、
日

髙
理
事
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　
１
期
生
の
伊
東
同
窓
会
長

の
発
声
で
乾
杯
し
、
出
席
者

た
ち
は
和
や
か
に
歓
談
。
ス

テ
ー
ジ
上
で
は
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
石
巻
市
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
「
渡
波
獅

子
風
流
（
わ
た
の
は
し
し
ふ

り
）」
の
舞
が
披
露
さ
れ
、

尾
池
学
長
や
３
学
部
長
が
獅

子
舞
に
頭
を
か
ま
れ
る
と
、

会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

　
卒
業
生
の
木
村
純
さ
ん

（
平
10
経
営
・
専
修
大
学
北

上
高
勤
務
）
は
石
巻
専
大
で

の
４
年
間
を
「
伸
び
伸
び
と

学
生
生
活
を
送
っ
た
。
ゼ
ミ

の
先
生
や
ゼ
ミ
生
と
の
交

流
、
陸
上
部
で
の
サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
懐
か
し
い
思
い
出

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
夏
休
み

に
米
国
の
ネ
ブ
ラ
ス
カ
大
学

リ
ン
カ
ー
ン
校
で
、
語
学
研

修
を
し
て
初
め
て
の
海
外
を

体
験
し
た
。
現
在
、
教
育
関

係
の
仕
事
に
就
き
、
改
め
て

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
大

切
だ
と
実
感
し
て
い
る
。
多

く
の
こ
と
を
大
学
時
代
に
教

え
ら
れ
た
」と
振
り
返
っ
た
。
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新時代に決意新た

学
部
学
科
の
改
組

教
育
課
程
の
再
編

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
示
す

尾池学長
　
９
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
「
石
巻
専
修
大
学
創
立

30
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」。
大
学
関
係
者
を
は
じ

め
、
地
元
自
治
体
な
ど
か
ら
約
２
０
０
人
が
出
席
し

た
。
大
学
の
出
席
者
は
『
平
成
』
と
と
も
に
歩
ん
だ
30

年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、『
令
和
』
と
い
う
新
時
代

に
、
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　
第
37
回
全
日
本
大
学
女
子

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
（
杜

の
都
駅
伝

10
月
27
日
、
宮

城
県
仙
台
市
）
の
東
北
地
区

代
表
選
考
会
が
９
月
26
日
、

岩
手
県
の
北
上
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ

れ
、
女
子
競
走
部
が
１
時
間

52
分
13
秒
の
２
位
で
ゴ
ー

ル
。
２
年
連
続
４
回
目
と
な

る
杜
の
都
駅
伝
出
場
を
決
め

た
。

　
レ
ー
ス
は
３
区
間
を
つ
な

ぐ
駅
伝
方
式
で
合
計
タ
イ
ム

を
競
う
。

　
１
区
（
５
㌔
）
で
齋
藤
凜

さ
ん
（
経
営
１
・
宮
城
県
聖

和
学
園
高
）
が
17
分
35
秒
、

３
区
（
６
㌔
）
で
戸
澤
愛い

織お
り

さ
ん
（
人
間
１
・
青
森
県
八

戸
学
院
光
星
高
）
が
21
分
27

秒
を
記
録
し
、
区
間
賞
を
獲

得
す
る
な
ど
部
員
た
ち
は
力

走
し
た
。

　
主
将
の
庄
司
琴
美
さ
ん

（
経
営
４
・
宮
城
県
聖
和
学

園
高
）
は
「
予
選
会
で
は
、

一
人
一
人
の
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
本
戦
ま
で
の

期
間
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
本
戦
に

臨
み
た
い
」
と
意
気
込
み
を

話
し
た
。

は
「
最
長
コ
ー
ス
の
完
走
を

目
標
に
体
力
作
り
を
し
て
臨

み
、
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
来
年
に
向
け
、
時
間
配

分
や
走
行
の
速
度
管
理
と
い

っ
た
準
備
を
進
め
つ
つ
、
集

団
走
行
の
練
習
を
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

坂田教授（中央）と完走を喜ぶ渡部さん（左）と佐々木さん

 人間教育学科３年次生新科目

「人間教育研究基礎」スタート

サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
会
２
人

ツ
ー
ル
・
ド
・
東
北
に
出
場

新
福
教
授（
左
か
ら
２
人
目
）の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
学
生

２
年
連
続
出
場
へ

 

杜
の
都
駅
伝

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る
亀
山
市
長
（
右
端
）

伊
東
同
窓
会
長
の
音
頭
で
乾
杯

近
藤
裕
子
人
間
学
部
教
授
の
指
揮
で
校
歌
を
歌
う

創立30周年記念式典・祝賀会


